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印旛沼・流域再生大賞 表彰規則 
 

（趣旨・目的） 

第 1 条 この規則は、2010（平成 22）年 1 月に策定された「印旛沼流域水循環健全化計画」で

定められた基本理念「恵みの沼をふたたび」の実現にむけて、その功績が顕著なものの表彰に

関し必要な事項を定めるものとする。 

 
（定義） 

第 2 条 この規則において、次に掲げる用語の意義は、それぞれの定めるところによる。 

（1）印旛沼・流域：印旛沼と、千葉県の 13 市町（千葉市、船橋市、成田市、佐倉市、八千代市、

鎌ケ谷市、四街道市、八街市、印西市、白井市、富里市、酒々井町、栄町）のうち、      

降った雨が印旛沼に流れ込む範囲を指す。 

（2）印旛沼流域水循環健全化会議：印旛沼・流域の再生に向けて、2010（平成 22）年 1 月に策

定された「印旛沼流域水循環健全化計画」に従い、流域関係者の連携・協働のもとに着実

に計画を推進する会議（以下「健全化会議」という。）。構成員は市民団体・学識者・水利

用者・行政機関。 

（3）「印旛沼流域水循環健全化計画」：平成 42 年度を目標年次とし、「恵みの沼をふたたび」

を基本理念、「水循環」をキーワードとし、印旛沼の水質改善、自然環境の保全・再生と

ともに地域の活性化を目指す、印旛沼及び流域の水に関するマスタープラン（以下「健全

化計画」という。）。 

（4）委員会：健全化会議の構成員にて開かれる方針決定の場。 

 
（表彰の対象となる活動分野） 

第 3 条 健全化会議の委員長は、印旛沼・流域において、以下のような分野における諸活動   

（普及啓発、調査研究、技術開発を含む）のうち、その功績が顕著なものについて表彰する。 

（1）水環境の保全・再生 
（2）流域の自然環境の保全・再生 
（3）水資源の保全・活用 
（4）水防災 
（5）水文化 
（6）環境教育 
（7）その他 
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（表彰の対象となる活動主体） 

第 4 条 学校、企業、団体、行政、個人等の全ての活動主体を対象とする。なお、個人、法人、

グループの種別、年齢、職業、性別、国籍等を問わない。ただし、健全化会議の委員個人は、対

象とはならない。 

 
（表彰の方法） 

第 5 条 表彰は、表彰状を授与して行う。 

2 また、WEB サイト「いんばぬま情報広場」や健全化会議主催イベント等において、広く   

これを周知する。 

3 表彰を受けるべき者が個人であって、その表彰を受ける前に死亡したときは、生前の日付に

さかのぼって表彰するものとし、表彰状等は、その遺族に授与するものとする。 

4 表彰を受けるべきものが法人等の団体であって、その表彰を受ける前に解散したときは、 

解散前の日付にさかのぼって表彰するものとし、表彰状等は、当該団体の代表者であった者

又はこれに相当する者に授与するものとする。 

 
（表彰の回数） 
第 6 条 表彰は、年 1 回行う。 

 
（応募方法） 

第 7 条 団体・個人において、自ら、または推薦により応募できる。 

2 応募する者は申込書（別記様式第一号）に必要事項を記載し、申請内容を証明する資料を添え

て、健全化会議事務局へ応募するものとする。 

3 自薦の場合、他者からの推薦状を申込書に添付することもできる。 

 
（失格要因） 

第 8 条 表彰する時点において、表彰候補者が次に掲げるいずれかに該当するときは、表彰を  

行わないものとする。また、表彰を行った後に、次に掲げるいずれかに該当することが明らか

となった場合は、表彰を取り消すものとする。 

（1）罰金以上の刑に処せられた者。ただし、刑の言渡しの効力が失われたものとされた者を除く。 

（2）破産者で復権を得ないもの 

（3）申請内容に虚偽のあったもの 

（4）前各号に掲げる者に準ずるものとして知事が別に定めるもの 
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（被表彰者の決定） 

第 9 条 別表 1 に掲げる選考委員で選考し、決定する。 

2 選考委員が推薦者である場合、推薦者である委員は被表彰者の決定には参加できない。 

 
（選考基準） 

第 10 条 被表彰者の選考に際しては、別表 2 に定める評価基準をもとに選考する。 

2 選考は 1 つまたは複数の基準について評価を行う。 

3 長期及び単年の取組も選考の対象とする。 

 
（表彰数） 

第 11 条 毎年 3 件程度とする。 

 
（その他の賞） 

第 12 条 大賞以外にも、選考委員会で表彰に値すると認められる取組みがあれば、表彰すること

ができる。賞の名称や件数は、選考委員会の中で決定する。 

 
（被表彰者の登録） 
第 13 条 委員長は、被表彰者の功績を永久に記録するため、被表彰者の氏名、事績その他必要な

事項を表彰者名簿（別記様式第二号）に登録するものとする。 

 
（再表彰） 
第 14 条 委員長は、既に表彰を受けたものについて新たに表彰すべき事由が生じたときは、再度

表彰することができる。 
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附則 

（施行期日） 

 この規則は、平成 24 年 3 月 22 日から施行する。 

  平成 25 年 1 月 18 日 一部改正 

  平成 26 年 3 月 25 日 一部改正 

  平成 27 年 3 月 19 日 一部改正 

  平成 28 年 3 月 16 日 一部改正 

  平成 29 年 3 月 21 日 一部改正 

  平成 29 年 9 月 1 日 一部改正 
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別表 1 選考委員 
 所属 氏名 

健全化会

議委員長 
東京大学 名誉教授 虫明 功臣 

健全化 

会議委員 

中央大学 教授 山田 正 

元 県立中央博物館 副館長 中村 俊彦 

東京情報大学 教授 原 慶太郎 

東京大学大学院 准教授 飯田 俊彰 

千葉大学 教授 近藤 昭彦 

国立開発研究法人 土木研究所 上席研究員 伊藤 弘之 

公益財団法人 印旛沼環境基金 上席研究員 本橋 敬之助 

元 県環境研究センター 水質環境研究室長 小倉 久子 

東京理科大学 教授 二瓶 泰雄 

元 県環境研究センター長 千代 慎一 

一般社団法人 ＪＣ総研 協同組合研究部 客員研究員 仲野 隆三 

東邦大学 教授 長谷川 雅美 

佐倉市立佐倉幼稚園 園長 古嶋 美文 

行政 
千葉県 県土整備部 河川環境課長 

千葉県 環境生活部 水質保全課長 
 
 
 
 
 
別表 2 選考基準 （1 つ又は複数について評価する） 

評価項目 具体的内容 

取組実績 

健全化計画の推進に貢献し、功績がある 

取組実績（設置基数、作付面積等）がある 

広域的に取組んでいる 

その他、評価に値する実績が認められる 

持続性 

幅広い世代が参画している 

活動内容等が成文化され公表されている 

長期間にわたり取組を行っている 

その他、取組に持続性が認められる 

協働性 

さまざまな活動を行っている団体・組織と連携している 

地域の方々と積極的に交流している 

地域の活性化に寄与している 

その他、他の組織や地域との協働が認められる 

独創性 

斬新な手法で取組んでいる 

創意工夫や新技術を導入している 

その他、独創的な点が認められる 

発展性 

他の団体等への影響や波及が期待できる 

具体的な目標を掲げている 

積極的に情報発信を行っている 

その他、取組の波及効果や発展性が期待できる 

その他 上記以外で、表彰に値する点が認められる 
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第 回印旛沼・流域再生大賞 応募書類 
（応募期間：平成  年  月  日～平成  年  月  日） 

 

 本様式に記載するとおり、印旛沼・流域再生大賞に応募いたします。 

 

 

平成  年  月  日 

 

印旛沼流域水循環健全化会議 事務局 

千葉県県土整備部河川環境課 担当者宛 

 

 

 

 

 

【提出者】 

所 属：  

住 所：  

氏 名：  

電 話：  

F A X：  

E-mail：  

 

 

 

 

【提出及び問合せ先】 

印旛沼流域水循環健全化会議事務局(千葉県県土整備部河川環境課) 

〒260-8667 千葉県千葉市中央区市場町 1-1 

TEL:043-223-3155 FAX:043-221-1950 

E-mail:kawakan2@mz.pref.chiba.lg.jp 

 

【事務局記入欄】 

受付年月日：平成  年  月  日（応募者は記入しないでください） 
 

 

様式第一号 



2 
 

応 募 方 法 自薦        他薦       （○をつけてください）

表 彰 対 象 個人        団体       （○をつけてください）

所属団体名  

代 表 者 名  会 員 数 名 

所 在 地  

電 話 番 号  F A X  

E - m a i l  

活 動 場 所  

メンバー構成 

（団体の場合） 

20 歳未満 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳以上 

人 人 人 人 人 人 

応 募 歴 印旛沼・流域再生大賞への応募実績： 第     回（    回目） 

表 彰 実 績 

印旛沼・流域再生大賞以外の表彰実績 

 

【活動名】 

【活動概要】 

【活動分野】 

活動分野について、下記のうち該当する項目にチェックを入れてください。（複数回答可） 

□ 水環境の保全・再生        □ 水防災       □ その他 

□ 流域の自然環境の保全・再生    □ 水文化        （          ） 

 □ 水資源の保全・活用        □ 環境教育 



3 
 

【活動内容（詳細）】 

表彰の対象となる「印旛沼・流域の再生に資する活動」について、内容を記載してください。 

①活動の成果や実績を教えてください。（実施数・参加人数・メディア紹介 等） 

○活動年数：    年 

②特に工夫している点や、これまでにない新しいチャレンジがあれば教えてください。（手法・技術 

等） 

 

③活動を継続していく・発展させていくために工夫していることがあれば教えてください。 

（他者との協働・PR 活動 等） 

 

④その他、アピールしたい内容があれば記載してください。 

 

⑤活動内容等が成文化され公表されていれば記載してください。（本・記事・論文 等） 

題名： 

⑥団体のホームページ、ブログ等があればＵＲＬを記載してください。 

 

※枠内に納まらない場合は別紙に記載してください。 

※記載内容を証明する資料（表彰状、記事、活動報告書等のコピー）があれば、参考資料（最大 10 枚程度）として添

付してください。 

※記載内容の不明点について、事務局から問合せをしたり、ご説明をお願いしたりすることがあります。 
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印旛沼・流域再生大賞 表彰者名簿 

表彰 

番号 

表彰 

年月日 

氏名 

（団体名） 
活動名 表彰事由 

1 平成 24 年

7 月 11 日 白鳥 孝治 
長年にわたる

研究と啓発活

動 

世人が呼称する「印旛沼専門家」にふさわしい

見識と情熱を持って、長年印旛沼とその流域の水

資源の再生に御尽力され、その活躍は水質・水環

境面にとどまらず、農業、市民活動、歴史、文化、

人と水と生活など幅広い分野に行き渡っていま

す。 
また、緊急行動計画や健全化計画の立案と実践

に当たっても、多くの有意義な提案を頂きまし

た。その功績と貢献は他者が模範とするところで

あり、第 1 回の印旛沼・流域再生大賞の受賞者と

して選定しました。 

2 平成 24 年

7 月 11 日 

千葉英和高

等学校 
生物研究部 

25 年にわたる

調査・研究活

動 

印旛沼の水環境改善を主とした研究活動を 25
年間の長きにわたり、各種の手法を代々受け継ぎ

ながら継続したことを高く評価するとともに、印

旛沼・流域の再生に向けて幅広い世代の参画が求

められる中、高校生という若い世代が主体的に活

動していることも、評価の対象とさせていただき

ました。 
以上、その一貫した研究活動の姿勢を称え、第

1 回の印旛沼大賞・流域再生の受賞者として選定

しました。今後は、今までの調査研究の結果から、

印旛沼の再生につながる具体的な提案をされる

ことを期待します。 

3 平成 25 年

7 月 31 日 

NPO 法人 
印旛野菜い

かだの会 

生物浄化シス

テムと体験環

境学習 

清掃活動や美化活動、環境調査、多彩なイベン

トによる啓発活動などを長年に渡り実施し、流域

住民の印旛沼への関心と理解を喚起している点

を高く評価します。また、ナガエツルノゲイトウ

をはじめ、特定外来生物（植物）等の分布調査を

8 年間継続実施し、印旛沼流域水循環健全化会議

での基礎資料としても活用されるなど、健全化会

議にも貢献いただいていることも評価の対象と

しました。 
以上、長年継続されている多彩な活動を称え、

第 2 回印旛沼・流域再生大賞の受賞者として選定

しました。今後も、活動を継続し、流域住民が参

加できる活動の機会を創出していただけること

を期待しています。 

4 平成 25 年

7 月 31 日 

佐倉印旛沼 

ネットワー

カーの会 

印旛沼の再生

をめざす 

清掃活動や美化活動、環境調査、多彩なイベン

トによる啓発活動などを長年に渡り実施し、流域

住民の印旛沼への関心と理解を喚起している点

を高く評価します。また、ナガエツルノゲイトウ

をはじめ、特定外来生物（植物）等の分布調査を

8 年間継続実施し、印旛沼流域水循環健全化会議

様式第二号 
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表彰 

番号 

表彰 

年月日 

氏名 

（団体名） 
活動名 表彰事由 

での基礎資料としても活用されるなど、健全化会

議にも貢献いただいていることも評価の対象と

しました。 
以上、長年継続されている多彩な活動を称え、

第 2 回印旛沼・流域再生大賞の受賞者として選定

しました。今後も、活動を継続し、流域住民が参

加できる活動の機会を創出していただけること

を期待しています。 

5 平成 25 年

7 月 31 日 

特定非営利

法人 
四街道メダ

カの会 

市民とともに

水辺の環境に

親しみ保全す

る会 

ムクロジ自然の里という地域資源を活用し、自

然保護活動と環境啓発活動を併せておこなって

いる点、幅広く流域市民や子どもたちの協力を得

て協働している点を高く評価しました。また、創

設以来 10 年以上、会則なし・自由参加で幅広い

地域の参加を促しつつ活動を継続してきたこと

を称賛するとともに、その活動が海外からも注目

されていることも評価の対象としました。 
以上、そのユニークな活動を称え、第 2 回印旛

沼・流域再生大賞の受賞者として選定しました。

今後も、この活動が鹿島川流域、印旛沼流域とい

う広がりを持って継続・発展していただけること

を期待しています。 

6 平成 26 年

10 月 25日 

特定非営利

活動法人 
八千代オイ

コス 

よみがえれ花

輪川 

花輪川を対象とした河川美化活動、水量・水質

調査、川の学校、菜の花エコウォーキング、広報

誌の発行など、多彩な活動を長年にわたり継続し

てきた点を高く評価します。また、身近な花輪川

にとどまらず、花輪川と印旛沼との関わりを意識

して、そのつながりを子どもたちや市民に伝える

活動を継続していることを大いに賞賛します。地

元の八千代市や関係する市民団体、地域の企業等

と積極的に連携・協働されている点も、評価の対

象としました。 
以上、その素晴らしい活動実績を称え、第 3 回

の印旛沼・流域再生大賞の受賞者として選定しま

した。今後も、若い世代も巻き込みながら、さら

にその活動の幅を広げ、印旛沼流域の再生に御尽

力いただけることを期待しています。 

7 平成 26 年

10 月 25日 

印旛沼土地

改良区 
佐倉西部支

区 

外来植物(ナガ

エツルノゲイ

トウ・ホテイ

アオイ)を地域

力としたソー

シャルキャピ

タル ( 農村協

働) 
手操川沿線生

谷地区で 
取り組む環境

美化活動 

印旛沼水系の環境を保全・再生して行く上で喫

緊の課題といえる外来種・ナガエツルノゲイトウ

の防除に対して、土地改良区が農家だけでなく非

農家の地域住民、NPO、大学、行政機関など多様

な主体の連携・協働の中心となって取組んでいる

点を高く評価します。また、外来種の防除活動、

環境美化活動（生谷コスモスまつり）、水田の多

面的機能や印旛沼との関係に関する小学生への

環境学習などを通して、農住混合地域における新

たなコミュニティづくりに尽力されている点も、

評価の対象としました 
以上、その精力的な活動を称え、第 3 回印旛沼・
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表彰 

番号 

表彰 

年月日 

氏名 

（団体名） 
活動名 表彰事由 

(生谷コスモス

まつり) 
流域再生大賞の受賞者として選定しました。今後

も活動を継続・発展させ、印旛沼流域の再生にご

尽力いただけることを期待しています。 

8 平成 27 年

10 月 24日 

特定非営利

活動法人 
NPO 富里の

ホタル 

高崎川源流域

に位置するヘ

イケボタル自

然 発 生 地 の

「天神谷津」

での環境保全

活動 

印旛沼の上流、高崎川源流域の天神谷津におけ

るホタルをシンボルとして、下流印旛沼との繋が

りを意識しながら、地域の環境学習と環境保全に

関わる多彩な活動を通して、多様な人との関わり

の輪を広げて成果を上げていることを高く評価

します。 
ホタル発生のための谷津の整備やホタル観賞

ガイドだけでなく、里山づくり、谷津の保全、子

供達への稲作体験学習・自然観察会・出前講座、

希少な動植物の保護・保全、体験型イベント「里

やま塾」の開催など、求心力のある精力的な活動

を展開しておられることに敬意を表します。 
また、富里市や印旛沼流域水循環健全化会議を

はじめ、様々な主体と積極的に交流を持ち、地域

環境の保全・回復に向けて連携・協働されている

点も、評価の対象としました。 
以上、その素晴らしい活動実績を称え、第 4 回

の印旛沼・流域再生大賞の受賞者として選定しま

した。今後も活動をさらに継続･発展させ、印旛

沼・流域の再生に御尽力いただけることを期待し

ています。 

9 平成 27 年

10 月 24日 

特定非営利

活動法人 
水環境研究

所 

印旛沼流域を

主に湧水調査

と保全・啓発

等の活動 

印旛沼流域をフィールドとして、湧水や谷津湿

地帯の地質・水質・生物機構の定期調査に非常に

熱心に取組み、機関誌「わき水通信」や年報「わ

きみず」では、印旛沼や湧水の水質はもちろんの

こと、印旛沼流域に根付く水文化も含めて、幅広

い知見について発信・啓発されていることを高く

評価します。 
この調査研究は、千葉県内や他の地域の湧水の

広範な調査を含み比較研究を可能にしている点、

長年にわたる貴重なデータの収集と蓄積そして

分析を基礎として学術的にもレベルの高い学会

論文、報告書、書籍として取りまとめられている

点も評価の対象としました。 
以上、その素晴らしい活動実績を称え、第 4 回

の印旛沼・流域再生大賞の受賞者として選定しま

した。今後も活動をさらに継続･発展させ、印旛

沼・流域の再生に御尽力いただけることを期待し

ています。 

10 平成 27 年

10 月 24日 
里山の会 
ＥＣＯＭＯ 

里山保全と 
里山における

自然観察等の

活動 

旧住民と新住民との融合を図りながら 11 年に

わたり、里山整備作業や里山を使った環境教育、

生物調査などを通して、地域の環境に対する理解

と保全に関わる知恵や技術を次世代に伝承する

取組を継続し、着実に実績を上げている点を高く
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評価します。 
また、子どもたちの環境学習活動などにおい

て、父兄らが協力・支援する仕組みを作り上げて

いる点も大いに称賛します。さらに、地域の多様

な主体との連携により、里山保全はもちろんのこ

と、地域づくりに貢献されている点も、評価の対

象としました。 
以上、その素晴らしい活動実績を称え、第 4 回

の印旛沼・流域再生大賞の受賞者として選定しま

した。この受賞を機に今後、活動の視野を里山と

水循環の関わりや印旛沼流域における里山保全

の意義といった方面にも広げて、印旛沼・流域の

再生に御尽力いただければと期待しています。 

11 平成 27 年

10 月 24日 

金山 英二 
◇再生功労

者賞 

印旛沼関連 
活動、 
対外関連活動 

「佐倉印旛沼ネットワーカーの会」を平成 11
年 5 月に結成して初代代表幹事に就任し、印旛沼

の再生に向けた諸活動、具体的には、流域全体で

の清掃活動の連携・推進、環境調査、広報、環境

学習支援などに関する活動を熱い思いを持って

リードしてこられ、同会が多大な成果を上げる礎

を築かれたことに敬意を表します。 
水循環健全化会議では発足当初から委員とし

て、有用な情報や建設的な意見を開陳され、それ

らは、平成 22 年 1 月に策定された長期計画「印

旛沼流域水循環健全化計画」と「第 1 期行動計画」

に反映されるなど、健全化会議の取組に大いに貢

献してこられました。 
これら、長年にわたる印旛沼再生へ向けての信

念と熱意に満ちた精力的な活動に対して、第 4 回

印旛沼・流域再生功労者賞を贈り、功績を称える

ことといたしました。今後も印旛沼流域水循環健

全化に向けての取組に活を入れていただくこと

を期待しています。 

12 平成 27 年

10 月 24日 

印西市環境

経済部  環境

保全課 
◇特別賞 

合併処理浄化

槽の維持管理

の個別指導と

印旛沼水質改

善についての

啓発 

高度処理型合併浄化槽の普及･維持管理の取組

において浄化槽設置家庭を一軒一軒回って丁寧

なフォローアップ調査と維持管理指導を行うな

ど、通常の市行政の所掌範囲を超えた活動は、健

全化計画の目標達成に向けた行政のはざまを埋

める取組の一つの見本として、高く評価します。 
また、「りん除去型合併浄化槽」の普及に積極

的に取組まれている点も高く評価しています。さ

らに、若手職員の教育や、健全化会議分科会の「市

町みためし発表会」における積極的な活動紹介な

ど、継続性や広がりを意識した活動を展開されて

いる点も大いに称賛します。 
以上、印旛沼再生へ向けての熱意のある素晴ら

しい行政の活動に対して、第 4 回印旛沼・流域再

生特別賞を贈り、称賛することといたしました。

今後も印旛沼流域の自治体の先進モデルとして、
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活動を継続・発展させ、印旛沼・流域の再生に御

尽力いただけることを期待しています。 

13 平成 28 年

10 月 29日 

特定非営利

活動法人 
せっけんの

街 

①廃食油から

リサイクルせ

っ け ん 及 び

BDF 燃料の製

造とその普及

活動、雨水タ

ンクの普及活

動 
② 環 境 学 習

（水の循環、

せっけんと合

成洗剤のちが

いとその見分

け方、きょう

から私にもで

きること、せ

っけんの使い

方講座）講師

の派遣 
③環境にやさ

しい消費材の

普及 

このグループは、31 年前、手賀沼の汚濁に対し

て「沼を汚しているのは私たちだ」という自覚の

もと、柏市に‘手賀沼せっけん工場’を建設しま

した。その 10 年後に印旛沼にも取組を広げて、

酒々井町に‘印旛沼せっけんセンター’を設置し

て、廃食油からリサイクルせっけんを作る地道な

活動を継続して大きな成果を上げていることに、

敬意を表し、高く評価します。この取組は、環境

改善に対する市民の自立意識の啓発を基礎とし

ながら市民出資によって成り立っているのが素

晴らしい点です。また、最近、節水や市街地から

の汚濁物流出抑制そして洪水流出抑制にも資す

る雨水タンクの普及活動という新たな取組を始

めている点についても、称賛されます。 
以上、その素晴らしい活動実績を称え、第 5 回

の印旛沼・流域再生大賞の受賞者として選定しま

した。今後も活動をさらに継続･発展させ、印旛

沼・流域の再生に御尽力いただけることを期待し

ています。 

14 平成 28 年

10 月 29日 

神崎川を 
守るしろい

八幡溜の会 

「神崎川上流

メダカ救出作

戦」 
「神崎川ゴミ

拾いウォーキ

ング」 
「江戸時代中

野牧遺構野馬

除土手保全活

動」 
「八幡溜の昔

の遊びを聞く

活動」 

白井市の真ん中を流れる神崎川上流の生き物

や江戸時代の中野牧遺構である野馬除土手の景

観を保全する目的で 2012 年に 5 名の会員で発足

したこの会は、河川改修工事からのメダカ救出作

戦を地元小学校と連携して行ったことを手始め

として、生物調査、川でのゴミ拾いや市民公募の

クリーン作戦、親子観察会や手作り紙芝居上演会

などへと取組を拡大して、現在では会員 23 名を

数え、地域文化の発掘・保全と親しみの持てる水

辺づくりに大きな成果を上げつつあります。特

に、東邦大学理学部や千葉大学園芸学部の地元大

学と連携した八幡溜学生研究発表会や川沿いの

湿地再生実験は、活動に広がりと厚みを持たせる

点で素晴らしい取組と、高く評価されます。 
以上、その素晴らしい取組を称え、第 5 回の印

旛沼・流域再生大賞の受賞者として選定しまし

た。今後も活動をさらに継続･発展させ、印旛沼・

流域の再生に御尽力いただけることを期待して

います。 
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15 平成 29 年

10 月 28日 
和田未来農

業研究会 

佐倉市和田地

区の谷津田に

おける化学肥

料、化学合成

農薬を用いな

い米づくり 

印旛沼の水環境問題を考える上で、谷津田とそ

の機能の保全は非常に重要な課題です。この研究

会は、佐倉市和田地区の谷津田を対象に「自然に

優しい新農法の研究」を掲げて、この課題に挑戦

しています。具体的には、農業者を中心メンバー

として、生態系に配慮した冬期湛水・無化学肥料・

無農薬農法による米作りの実践に取組まれてい

ることを、まず高く評価します。また、地元の小

学校と継続的に連携し、米作り体験を通じた環境

学習や、給食に収穫米を用いた食育にも取組ま

れ、子ども達に農業や自然の大切さを伝えるな

ど、次世代を担う子ども達と一緒に活動を展開さ

れている点も、高く評価します。 
以上、その素晴らしい活動実績を称え、第 6 回

の印旛沼・流域再生大賞の受賞者として選定しま

した。今後も活動をさらに継続･発展させ、印旛

沼・流域の再生に御尽力いただけることを期待し

ています。 

16 平成 29 年

10 月 28日 
印旛沼探検

隊 

子どもたちの

記憶に残る水

辺・里山の自

然体験・交流

活動 

このグループは、「子供たちに記憶に残る自然

や人との交流・体験プログラムを提供する、これ

が大人になってからの地元愛に繋がる」というコ

ンセプトのもとに、子どもからお年寄りまで幅広

い世代が印旛沼・流域で楽しめるように工夫され

た多彩な活動を展開しています。具体的には、E
ボート大会の開催や環境・体験フェア等での E ボ

ート体験乗船会、E ボートによる高崎川のお花見

クルーズの開催など、また、佐倉市や JTB などの

様々な主体と連携した里山の自然体験などの取

組み、テレビや雑誌などを通して広く一般の人に

活動を発信するなど、10 年以上のこれらの活動の

継続によって、成果を上げていることを高く評価

します。 
以上、その素晴らしい活動実績を称え、第 6 回

の印旛沼・流域再生大賞の受賞者として選定しま

した。今後も活動をさらに継続･発展させ、印旛

沼・流域の再生に御尽力いただけることを期待し

ています。 

17 平成 29 年

10 月 28日 

NPO 法人印

旛沼広域環

境 研 究 会

（NPO いん

ば） 

水環境改善活

動及び啓発活

動 

笠井記念舟戸水草園の造成・維持管理、水草バ

ンクシステムの構築、無洗米の普及、印旛沼に関

する講演会の開催、小学校での印旛沼船上体験な

どの体験学習や出前授業など、多彩な活動を長年

にわたり継続されてきた点を高く評価します。特

に、笠井記念舟戸水草園でアサザなどの在来水草

を再生・保全し、再生したアサザなどを印旛沼流

域の小中学校のビオトープや池に移植し、増えた

株を別の学校で増やし、最後には印旛沼に戻す水

草バンクシステムの構築は、独創的で先駆的な取

組みであると高く評価します。また、印旛沼を愛
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し、印旛沼・流域の環境改善を目指して長年様々

な活動に取組まれてきた故太田理事長には、その

精力的な活動が、健全化の取組みの発展に大きく

貢献されたことに感謝と敬意を表します。 
以上、その素晴らしい活動実績を称え、第 6 回

の印旛沼・流域再生大賞の受賞者として選定しま

した。今後も活動をさらに継続･発展させ、印旛

沼・流域の再生に御尽力いただけることを期待し

ています。 

18 平成 29 年

10 月 28日 

船橋市建設

局下水道部 
◇特別賞 

「木戸川にお

ける治水・生

物環境・親水

を考慮した河

川整備」 
「雨水貯留浸

透 施 策 の 推

進」 

雨水浸透施設の設置推進に向けた取組として、

昭和 61 年から雨水浸透ます設置補助事業を展開

し、印旛沼流域内の小中学校に雨水貯留浸透施設

の設置を実施されていることや、木戸川の河川整

備においては、地域住民の意見を反映させた多自

然川づくりに取組むなど、各取組みにおいて、流

域自治体の先導的な役割を担われてきたことを

評価します。また、雨水調整池においては、浸透

ワーキングの取組と連携し、ワーキングで提案す

る市街地面源負荷対策である調整池の改良を実

施されており、木戸川では整備後に東邦大学と連

携した生物モニタリングを行うなど、健全化の取

組の発展に大きく貢献されたことを、高く評価し

ます。 
以上、印旛沼再生へ向けての熱意のある素晴ら

しい行政の活動に対して、第 6 回印旛沼・流域再

生特別賞を贈り、称賛することといたしました。

今後も印旛沼流域の自治体の先進モデルとして、

活動を継続・発展させ、印旛沼・流域の再生に御

尽力いただけることを期待しています。 
  


